
 

日本共産党は３本の請願の紹介議員を引き受けました 
 
 核兵器禁止条約への参加・署名・批准を求める請願 （掛川市平和委員会提出） 

 本会議では１０対９で創世会(自民党会派) 

等の反対で不採択。 

請願は不採択でしたが、市議会としてほぼ 

同様の意見書は提出できました。  
市民からの請願がなければ提 

出はできなかった意見書です。 

非核都市宣言を行なっている自治体の責務が果たせてよかったです。 
 
 学校給食費を無償化するための恒久的な財政措置を  

 求める意見書  

（住みよい掛川をつくる市民連絡会提出）  

全会一致採択 
 
 国民健康保険財政への更なる支援を国に求める意見書  

（住みよい掛川をつくる市民連絡会提出） 

全会一致採択 
 

教職員組合から出された公立の義務教育諸学校の適正な教職員数の維持・確保を求める請願も全

会一致採択され意見書を提出しました。 

他にも､以前社協の行なう困窮者や障害者支援相談事業に突然消費税が掛けられ、５年遡って消

費税を市が負担するのはおかしいと、文教厚生委員会に意見書の提出を求め審議してきた結果、委

員会からの提案でこの業務を非課税とすることを求める意見書も提出できました。 
 
請願の採択や意見書の提出にも取り組み、しっかり市や国にものの言える議会にしたいです。 

《今後の掛川市議会の主な予定（案）》   
☆ 4/13（日） 市長・市議会議員選挙告示日 

☆ 4/20（日） 市長・市議会議員選挙投票日 

☆ 5/16（金） 5月臨時会 

☆ 6/５（木）～7/2（水） 6月定例会 

２月定例会での審議内容  
 《２０２５年度予算 （一般会計、国民健康保険・後期高齢者医療保険・

介護保険の会計）には反対》 
◉ DX推進費 国が全国統一基準で行なうDX予算は削減どころか３割増に。 

 マイナンバーカード推進には更新のために職員の増員。 

◉ 住宅リフォーム助成制度の廃止、子育て支援の無償化施策は拡大なし。 

医療や介護に市の独自減免や事業の広がりがなく、弱者目線・生活者目線に欠ける。 

◉ 教育予算に偏り 特別教室エアコン設置は３カ所の音楽室のみ、図書費減､施設整備費も十

分でない中タブレットの更新などデジタル教育予算は５億円以上。中学校部活の地域移行や

小学校の統廃合・再編は受益者負担・自己責任の考えが基本にある。 

◉ 要望の高い維持管理費より、開発予算、新設予算に重きが置かれる。 

◉ 医療・介護は高い保険料と窓口や利用時の自己負担 これでは安心して医療にかかること

も年を重ねることも難しい。 
 

《職員の給与改定を行なう条例改正に反対》 
人事院勧告に沿った給与改定のみで、パート職員である会計年度任用職員の基本給が上が

っていない。専門職の給与も考えられておらず、これでは市役所が選ばれる職場にはならない。 
 
後の５３議案には賛成しました。（他の会派はすべての議案に賛成） 
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来
年
度
予
算
を
ど
う
思
っ
た
？  

 

勝
川
：
目
線
が
ど
う
も
市
民1

人1

人
に
は
い
っ
て

な
い
よ
う
に
思
え
た
。
困
っ
て
い
る
市
民
の
生
活
を

支
え
る
視
点
が
弱
い
と
思
う
。
何
を
し
て
ほ
し
い
か
、

何
が
足
り
な
い
の
か
、
決
め
る
前
に
、
声
の
小
さ
い
弱

い
立
場
の
人
、
女
性
や
子
ど
も
に
も
聞
い
て
ほ
し
い
。 

 

大
井
：
一
般
生
活
道
路
改
良
が
６
千
万
円
し
か
な
い

の
に
、
事
業
関
連
道
路
改
良
に
１
億
３
千
４
百
万
円
、

都
市
計
画
施
設
整
備
に
１
億
１
百
万
円
な
ど
開
発
優

先
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
遊
び
場
の
利
用
料
金

取
る
の
は
お
か
し
い
、
せ
め
て
格
安
に
。
ま
た
、
市
の

業
務
が
国
の
一
元
管
理
に
移
行
す
る
。
Ｄ
Ｘ
予
算
は
、

経
費
削
減
で
な
く
逆
に
負
担
増
に
な
る
。 

  

よ
か
っ
た
な
、
と
思
っ
た
こ
と
は
？  

 

大
井
：
通
学
路
な
ど
の
歩
道
改
良
に
、
２
千
３
百
万
円

増
の
１
億
１
千
６
百
万
円
つ
い
た
の
は
評
価
で
き

る
。
補
聴
器
購
入
助
成
費
や
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
な
ど
、
市
民
要
望
か
ら
実
現
し
た
施
策
が
継
続

で
き
て
良
か
っ
た
。 

 

勝
川
：
生
活
保
護
世
帯
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用
が

予
算
化
さ
れ
た
。
夏
前
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
で
き
る
。

一
般
質
問
で
要
求
し
た
こ
と
が
実
現
で
き
た
。 

  

４
年
任
期
の
最
後
の
議
会
を
振
り
返
っ
て
？  

 

勝
川
：
任
期
中
す
べ
て
の
議
会
で
一
般
質
問
、
代
表
質

問
し
て
き
た
。
質
問
の
準
備
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た

け
ど
、
す
ご
く
勉
強
で
き
た
。
請
願
の
紹
介
議
員
な
ど

も
引
き
受
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
実
現
で
き

た
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
な
ど
も
あ
っ
た
。
意
見
書

は
不
採
択
に
な
っ
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
提
案
し
続
け
た
。
お
か
し
い
こ
と
は
お

か
し
い
と
言
い
続
け
ら
れ
た
と
思
う
。 

 

大
井
：
議
員
活
動
の
イ
ロ
ハ
か
ら
勉
強
し
た
。
ゴ
ミ
焼

却
場
建
替
え
の
方
針
転
換
や
、
メ
ガ
風
力
発
電
の
事

業
撤
退
は
、
運
動
し
て
い
る
時
の
充
実
感
や
、
結
論
が

出
た
と
き
の
達
成
感
を
感
じ
た
。
逆
に
中
学
校
部
活

の
地
域
展
開
な
ど
は
、
問
題
点
や
課
題
が
明
確
に
な

っ
て
き
た
の
に
、
解
決
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
ま

ま
進
ん
で
い
く
イ
ラ
ダ
チ
を
覚
え
る
。
年
々
地
区
要

望
や
個
人
的
相
談
件
数
が
増
え
、
結
構
な
件
数
を
解

決
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。 

  

最
後
に  

勝
川
：
ま
だ
ま
だ
実
現
し
た
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
る

よ
ね
。 

 

大
井
：
み
ん
な
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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共産：日本共産党議員団　　SKK:市民派・公明倶楽部　　共掛：共に創る掛川　　志：志誠会

SKK 共掛
松本議長は裁決には参加しません　　　〇：賛成　　×：反対

共産 創世会 新しい風

住みよい掛川をつくる市民

連絡会の皆さんが松本議長

に請願書を提出 

 

   

 

 

 


